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株主の皆様には、平素より格別のご支援、ご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

当社は創業以来、「社会の繁栄に貢献する」、「顧客のニーズに応える」、「社員の生活向上に努める」、

「企業の安定成長をはかる」という経営理念を掲げ、業務用冷熱機器の総合メーカーとして快適

で安全な食文化に貢献するという基本方針のもと、当社の特性でもある広範囲にわたる取引対象

の情報を集約し、戦略的な提案営業の展開を心がけるとともに、全国に効率的な販売・サービス

体制を整え、ユーザーが安心して当社の製品を使用し、迅速なメンテナンスサービスを享受でき

る環境を一層整備してまいります。

また、全国のユーザーのニーズに応えるため、社員教育の充実を図り、地域密着型の直販体制と

より細やかなサービス体制で「ユーザーの顔が見える」（Face to Face）営業サービスを推進す

るとともに、営業需要の創造ならびにユーザーと社会のニーズに沿った高付加価値製品の開発を

図りながらユーザーの信頼を得て事業の拡大を目指します。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役社長 

株主の皆様へ

尾﨑 敦史
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会社の理念・方針

創造し、計画し、確実に実行する経営

「至　誠」誠の心と強固な意志をもって社業に精励する
「協　調」連帯感の上に築き上げる共存共栄の精神
「創　造」常に新しい技術の開発と業務の改善に努力する

経営理念

基本方針

「社会の繁栄に貢献する」

当社は経営理念を通じ、市場・人材・資本の蓄積に努め、経営基盤の拡充を図り、企業の発展生
成により社会の繁栄に貢献することとして位置付け、業務用冷熱機器の総合メーカーとして、快
適で安全な食文化に貢献することを基本方針としております。また、当社社訓において、経営理
念を実践するための役員および従業員の心構えを定めております。

顧客の
ニーズに応える

社員の
生活向上に努める

企業の
安定成長をはかる

社訓

010_0380501103103.indd   1 2019/01/25   18:40:37



　

　
招集ご通知
　　

1

（証券コード6459）
2019年３月８日

株 主 各 位
大阪市天王寺区小橋町３番13号

代表取締役社長 尾 﨑 敦 史
　

第58期定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第58期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいま
すようご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、
お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご
表示いただき、2019年３月27日（水曜日）午後５時45分までに到着するようご返送くだ
さいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

１．日 時 2019年３月28日（木曜日）午前10時（受付開始 午前９時）
２．場 所 大阪市中央区備後町２丁目５番８号

綿業会館新館７階大会場

３．目的事項

報告事項 第58期（2018年１月１日から2018年12月31日まで）事業報告及び
計算書類の内容報告の件

決議事項
第１号議案 取締役９名選任の件
第２号議案 監査役３名選任の件
第３号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件

以 上

◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいます
ようお願い申しあげます。

◎ 株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社
ウェブサイト（http://www.drk.co.jp）に掲載させていただきます。
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議決権行使の方法についてのご案内
　

議決権行使の方法は、以下の方法がございます。３ページ以降の株主総会参考書類をご検討
のうえ、ご行使いただきますようお願い申しあげます。
　

株主総会にご出席の場合
　
同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。
　

開催日時
　
2019年３月28日（木曜日）午前10時

　

書面による行使の場合
　
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示の
うえ、ご返送ください。
　

行使期限
　
2019年３月27日（水曜日）午後５時45分

　
株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当
社ウェブサイトに掲載させていただきます。

　当社ウェブサイト http://www.drk.co.jp
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議案及び参考事項
　

第１号議案 取締役９名選任の件
　

　取締役全員（９名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役９名の
選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者
番 号 1 お ざき しげる

尾 﨑 茂 （1929年１月31日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1958年２月 大和冷機工業所創業
1962年11月 大和冷機工業㈱設立 代表取締役社長
2002年３月 当社代表取締役会長
2016年３月 当社取締役最高顧問（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　10回／11回

所有する当社株式数
3,912株

取締役候補者とした理由
当社の創業以来、代表取締役として当社の発展に尽くした実績、当社業務全般を熟知するとともに経営者とし
ての豊富な知識と経験を有していることから、当社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者
としております。
　
候補者
番 号 2 お ざき あつ し

尾 﨑 敦 史 （1970年３月12日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1994年３月 当社入社
2000年７月 当社社長室長
2001年３月 当社取締役
2001年８月 当社取締役副社長
2002年３月 当社代表取締役社長（現任）
2008年３月 当社社長執行役員（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
　 3,763,000株

取締役候補者とした理由
当社入社以来、当社業務全般に携わり職務を適切に遂行し、2001年３月の取締役就任及び2002年３月の代
表取締役就任以来、経営者として当社業務全般を熟知するとともに経営者としての豊富な知識と経験を有して
いることから、当社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者としております。
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候補者
番 号 3 すぎ た とし ひろ

杉 田 壽 宏 （1954年６月17日生） 再任

【略歴、地位及び担当】
1981年９月 当社入社
2005年３月 当社取締役
2007年３月 当社常務取締役
2007年11月 当社直販担当（現任）
2008年３月 当社常務執行役員
2014年３月 当社専務取締役（現任）

当社専務執行役員（現任）
2014年12月 当社営業担当
2016年４月 当社法人担当
2019年２月 当社営業企画担当（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
11,130株

　

取締役候補者とした理由
当社入社以来、営業業務において職務を適切に遂行し、営業部門における豊富な知識と経験に加え当社業務全
般を熟知するとともに、2005年３月の取締役就任以来、当社営業業務における実績を重ねていることから、
当社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者としております。
　
候補者
番 号 4 まえ かわ かおる

前 川 馨 （1951年６月27日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1974年４月 松下電器産業㈱（現 パナソニック㈱）入社
2002年10月 同社クッキングシステム事業部事業部長
2006年10月 同社ホームアプライアンス社副社長
2011年８月 同社クッキング事業部技術顧問
2012年４月 パナソニックマニュファクチャリングマレーシア㈱技術顧問
2014年８月 当社入社開発・製造担当付顧問
2015年２月 当社執行役員工場担当（現任）
2015年３月 当社取締役（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
2,171株

　

取締役候補者とした理由
電機メーカーにおいて培われた豊富な知識と経験を有し、当社入社以来、当社製造部門を中心に業務全般を熟
知するとともに、2015年３月の取締役就任以来、工場担当として製造部門を統括し、当社の経営の実績を重
ねていることから、当社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者としております。
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候補者
番 号 5 にし く ぼ ひろ やす

西久保 博 康 （1940年10月20日生） 再任 社外取締役 独立役員
【略歴、地位及び担当】
1985年12月 ㈱扶洋商会（現 ㈱扶洋）取締役
1986年９月 ㈱エフ・エム・エス（現 扶洋メンテナンスシステム㈱）取締役
1993年５月 同社常務取締役
2003年５月 同社専務取締役
2004年５月 同社取締役
2008年３月 当社社外監査役
2013年３月 当社社外取締役（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　10回／11回

所有する当社株式数
2,414株

　

社外取締役候補者とした理由
これまでに培われたビジネス経験及び経営判断等に関する知見に加えて、当社での社外監査役の経験に基づき
当社業務全般についての知識を有していることから、当社経営の監督にあたる社外取締役に適任であると判断
し、社外取締役候補者としております。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって
６年となります。
　
候補者
番 号 6 お の よし あき

小 野 芳 明 （1942年９月１日生） 再任 社外取締役 独立役員
【略歴、地位及び担当】
1985年６月 ㈱太陽神戸銀行（現 ㈱三井住友銀行）甲子園支店長
1987年６月 同社人事企画部次長
1988年４月 同社東京人事部次長
1989年６月 同社大阪駅前支店長
1991年４月 ㈱太陽神戸三井銀行事務管理第一部長
1992年６月 ㈱さくら銀行（現 ㈱三井住友銀行）船場支店長
1994年７月 社団法人神戸銀行協会常務理事就任
2007年７月 同協会常務理事退任
2013年３月 当社社外監査役
2016年４月 当社社外取締役（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
771株

　
社外取締役候補者とした理由
銀行業界における長年の経験と財務等に関する豊富な知見に加えて、当社での社外監査役の経験に基づき当社
業務全般についての知識を有していることから、当社経営の監督にあたる社外取締役に適任であると判断し、
社外取締役候補者としております。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって３年
となります。
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候補者
番 号 7 お ざき まさ ひろ

尾 﨑 雅 広 （1973年１月23日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1999年３月 当社入社
2001年８月 当社社長室長
2002年３月 当社取締役
2007年２月 当社直販営業戦略統括本部長
2008年３月 当社取締役退任

当社執行役員（現任）
2008年５月 当社社長室長（現任）
2013年３月 当社取締役（現任）
2016年６月 当社管理担当（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
　2,300,000株

　

取締役候補者とした理由
当社入社以来、職務を適切に遂行して、管理部門、技術部門を歴任し、豊富な知識と経験に加え当社業務全般
を熟知するとともに、2002年３月の取締役就任以来、当社管理部門における実績を重ねていることから、当
社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者としております。
　
候補者
番 号 8 ひら で かず しげ

平 出 和 茂 （1951年10月25日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1974年４月 松下電器産業㈱（現 パナソニック㈱）入社
1997年10月 新潟松下システム㈱代表取締役社長
2000年10月 中国松下システム㈱代表取締役社長
2009年10月 当社入社法人企画本部長
2010年３月 当社執行役員（現任）
2011年３月 当社西日本法人営業本部長
2015年６月 当社地区法人営業本部長
2017年３月 当社取締役（現任）
2017年４月 当社法人担当（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　10回／11回

所有する当社株式数
1,293株

　

取締役候補者とした理由
電機メーカーにおいて培われた豊富な知識と経験を有し、当社入社以来、法人企画及び法人営業を中心に業務
全般を熟知するとともに、法人業務全般における実績を重ねていることから、当社取締役として適任であると
判断し、引き続き取締役候補者としております。
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候補者
番 号 9 く どう てつ ろう

工 藤 哲 郎 （1950年１月８日生） 再任
【略歴、地位及び担当】
1976年10月 当社入社
1984年11月 当社取締役
1996年３月 当社常務取締役
2006年３月 当社常務取締役退任

当社常勤監査役
2006年11月 当社監査役辞任
2007年３月 当社取締役
2007年11月 当社法人担当
2008年３月 当社常務取締役

当社常務執行役員
2009年６月 当社取締役（現任）

当社執行役員（現任）
2016年12月 当社東京法人営業本部長
2018年12月 当社首都圏法人営業統括本部長（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

所有する当社株式数
2,438株

　

取締役候補者とした理由
当社入社以来、営業業務を適切に遂行し、営業部門における豊富な知識と経験及び当社監査役としての経験に
加え当社業務全般を熟知するとともに、取締役就任以来、当社営業業務における実績を重ねていることから、
当社取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者としております。

　

（注）1.各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2.候補者の西久保博康、小野芳明の両氏は社外取締役候補者であります。なお、両氏は東京証券取引所が定める一般株主と利益
相反が生じるおそれのない独立役員として同取引所に届け出ております。

　

取締役の選定・指名手続等
当社は、取締役候補者の指名を行うにあたり、役割に応じた専門知識・能力・経験・見識・人柄等について検討し、取締役会において
審議のうえ決定いたします。
　

社外取締役の独立性判断基準
当社は、会社法が定める社外性要件及び東京証券取引所が定める独立性基準をもって当社の独立性判断基準としております。また、当
社取締役会は、候補者となる者の実績・経験・知見等を踏まえ、率直・活発で建設的な検討への貢献が期待できる人物を独立社外取締
役の候補者として選定しております。
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第２号議案 監査役３名選任の件
　

　監査役 野津孝義氏は、本総会終結の時をもって辞任され、また、監査役 大津加一治、日
下敏彦の両氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役３名の選任をお
願いするものであります。
　なお、楠裕美氏は野津孝義氏の補欠として選任されることとなりますので、その任期は当
社定款の定めにより、退任された監査役の任期の満了すべき時までとなります。
　また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者
番 号 1 おお つ か かず はる

大津加 一 治 （1954年11月７日生） 再任
【略歴及び地位】
1993年３月 ㈱カイト経理部経理課長
1998年９月 当社入社
2005年10月 当社経理部経理課長代理
2007年８月 当社管理本部経理部経理課長代理
2008年３月 当社常勤監査役（現任）

当事業年度の取締役会
への出席状況
　11回／11回

当事業年度の監査役会
への出席状況
　14回／14回

所有する当社株式数
6,281株

監査役候補者とした理由
長年にわたる経理業務の経験を有しており、2008年３月の監査役就任以来、取締役の職務執行を適切に監査
するとともに、当社経営に有益な意見をいただいており、当社監査役として適任であると判断し、引き続き監
査役候補者としております。
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候補者
番 号 2 くさ か とし ひこ

日 下 敏 彦 （1967年１月22日生） 再任 社外監査役 独立役員
【略歴、地位及び重要な兼職の状況】
1990年４月 大阪国税局入局
2000年７月 同局調査部退官
2000年７月 日下健彦税理士事務所入所
2002年２月 税理士登録
2002年８月 税理士法人日下事務所社員税理士・副所長
2007年３月 当社社外監査役（現任）
2008年10月 税理士法人日下事務所代表社員（現任）
（重要な兼職の状況）
　税理士法人日下事務所代表社員

当事業年度の取締役会
への出席状況
　10回／11回

当事業年度の監査役会
への出席状況
　14回／14回

所有する当社株式数
6,024株

社外監査役候補者とした理由
税務及び財務等に関する非常に高度な知識、並びに税理士としての長年の経験を有しており、2007年３月の
社外監査役就任以来、取締役の職務執行を適切に監査するとともに、当社経営に有益な意見をいただいてお
り、当社社外監査役として適任であると判断し、引き続き社外監査役候補者としております。なお、当社社外
監査役としての在任期間は、本総会終結の時をもって12年となります。

候補者
番 号 3 くす ひろ み

楠 裕 美 （1973年２月13日生） 新任 社外監査役 独立役員
【略歴、地位及び重要な兼職の状況】
1995年４月 向井秀史法律事務所（現 関西法律事務所）入所
2007年３月 同所退所
2012年12月 同所入所 弁護士登録
2016年５月 同所退所
2016年５月 K.S.グローバル法律事務所代表（現任）
2018年９月 近畿大学法科大学院学習指導教員（現任）
（重要な兼職の状況）
K.S.グローバル法律事務所代表

当事業年度の取締役会
への出席状況

―
当事業年度の監査役会
への出席状況

―
所有する当社株式数

　０株
社外監査役候補者とした理由
法律に関する非常に高度な知識、並びに弁護士としての幅広い実務経験を有しており、取締役の職務執行を適
切に監査するとともに、当社経営に有益な意見をいただくことを期待するものであり、当社社外監査役として
適任であると判断し、社外監査役候補者としております。なお、新任の社外監査役候補者となります。

（注）1.各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2.候補者の日下敏彦、楠裕美の両氏は、社外監査役候補者であります。
3.候補者の日下敏彦氏につきましては、東京証券取引所に独立役員として届け出ております。
4.候補者の楠裕美氏につきましては、東京証券取引所に独立役員として届け出する予定であります。
5.候補者の楠裕美氏は、新任の社外監査役候補者でありますので、第58期事業年度の取締役会及び監査役会には出席しており
ません。
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監査役の選定・指名手続等
当社は、監査役候補者の指名を行うにあたり、役割に応じた専門知識、能力、経験、見識、人柄等について検討し、監査役会の同意を
得て取締役会において審議して決定します。

第３号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件
　本総会終結の時をもって辞任される野津孝義氏に対し、その在任中の労に報いるため、当
社における一定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈いたしたく、承認をお願
いするものであります。
　なお、その具体的金額、贈呈の時期及び方法等は、監査役の協議にご一任願いたいと存じ
ます。
　退任監査役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴
の つ たか よし 2016年３月 当社監査役

現在に至る野 津 孝 義
以 上
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1 会社の現況に関する事項
　
（１）事業の経過及びその成果
　

　当事業年度におけるわが国経済は、政府や日銀による各種政策の効果もあり、企業収
益や雇用情勢が改善し、景気は回復基調が続きました。一方、米国の保護主義的経済政
策に端を発した貿易摩擦の影響や国内で相次ぐ自然災害等、わが国経済を下押しするリ
スクにより、依然として先行き不透明な状況で推移しました。
　当社の主要取引業種である外食産業は、個人消費の底堅い動き等により全体の売上自
体は前年を上回るものの、業種業態を越えた競争の激化、採用難に伴う人件費の上昇及
び原材料の高騰等に直面し、引き続き厳しい経営環境にありました。
　このような状況のもと、当社は総合厨房機器メーカーとして、お客様の希求する作業
の効率化及び省スペース化に対応するため、小型スチームコンベクションオーブンや電
子レンジ等の熱機器を市場投入いたしました。また、ＨＡＣＣＰで求められる衛生管理
に対する顧客の取り組みをサポートすべく、電解次亜水生成装置の提案等に努めてまい
りました。
　その結果、当事業年度の業績につきましては、売上高398億８千１百万円（前期比5.1
％増）、営業利益59億５千６百万円（前期比10.3％増）、経常利益58億4千7百万円（前
期比7.0％増）、当期純利益38億７千３百万円（前期比2.1％増）となりました。
　品目別の状況は次のとおりであります。
　製品の売上高は、前期比3.3％増の282億４百万円であり、総売上高に対する構成比は
70.7％となっております。
　なお、主な製品は、厨房用縦型冷凍冷蔵庫、店舗用縦型ショーケース、横型冷凍冷蔵
庫、製氷機であります。
　商品の売上高は、前期比13.7％増の77億７百万円であり、総売上高に対する構成比は
19.3％となっております。
　なお、主な商品は、店舗設備機器、厨房設備機器、店舗設備工事であります。
　また、点検・修理その他の売上高は、前期比3.1％増の39億７千万円であり、総売上
高に対する構成比は10.0％となっております。
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売上高 398億81百万円
前期比 5.1％

経常利益 58億47百万円
前期比 7.0％

営業利益 59億56百万円
前期比10.3％

当期純利益 38億73百万円
前期比 2.1％

　
（２）設備投資の状況
　

　当事業年度における設備投資の状況につきましては、生産設備の増強のための当社福岡工
場移転を目的とし、土地６億４千３百万円、建物５千９百万円を取得しております。

　
（３）資金調達の状況
　

　当事業年度における資金調達の状況につきましては、特記すべきものはございません
でした。

　
（４）対処すべき課題
　

　今後の見通しにつきましては、わが国経済は雇用・所得環境及び企業収益の持続的な
改善等から緩やかな景気回復が期待されるものの、米国の政策運営や中国経済の下振れ
懸念に加えＥＵの不安定化等、海外経済は不確実性を高めており、不透明な状況が続く
ものと予想されます。
　当社の主要取引業種である外食産業にあっては、同業間にとどまらない業種業態を超
えての競争や、人手不足による営業時間の短縮等、厳しい経営環境が続くものと思われ
ます。
　このような環境のもと、新元号に改元される2019年度は、創業60周年を越えての新
たなスタートとなる年であり、これまで以上に顧客との関係強化に努め、新市場の創
造・新規顧客の開拓等、更なる飛躍のために新福岡工場を取得し、お客様のニーズに対
する迅速な対応、先進性のあるものづくりを図っております。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、変わらぬご支援とご指導を賜りますようお
願い申しあげます。
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  ■ ■ 

■ ■ 

第55期 第58期第56期 第57期 第55期 第58期第56期 第57期

第55期 第58期第56期 第57期 第55期 第58期第56期 第57期

当期純利益（百万円） １株当たり当期純利益（円）

売上高（百万円） 経常利益（百万円）

35,956 37,418 37,936 39,881
6,413 6,225

5,466 5,847

4,077 4,164 3,794 3,873
79.41 81.10 73.89 75.44

（５）財産及び損益の状況の推移
　

区分
第55期

（2015年12月期）
第56期

（2016年12月期）
第57期

（2017年12月期）
第58期（当期）
（2018年12月期）

売 上 高 （百万円） 35,956 37,418 37,936 39,881
経 常 利 益 （百万円） 6,413 6,225 5,466 5,847
当 期 純 利 益 （百万円） 4,077 4,164 3,794 3,873
１株当たり当期純利益 （円） 79.41 81.10 73.89 75.44
総 資 産 （百万円） 64,654 67,978 71,380 75,812
純 資 産 （百万円） 53,885 57,543 60,834 63,899
１株当たり純資産 （円） 1,049.34 1,120.60 1,184.70 1,244.41
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（６） 重要な親会社及び子会社の状況（2018年12月31日現在）
　

①親会社との関係
　該当事項はありません。
②重要な子会社の状況
　該当事項はありません。
③特定完全子会社の状況
　該当事項はありません。

（７）主要な事業内容（2018年12月31日現在）
　

　当社は、業務用冷凍・冷蔵庫、ショーケース、製氷機の製造販売事業、店舗厨房用冷
熱機器等の商品仕入・販売事業及びこれらの点検・修理事業を行っております。

（８）主要な営業所及び工場（2018年12月31日現在）
　

大 阪 本 社 大阪市天王寺区小橋町３番13号 大和冷機上本町ＤＲＫビル
東 京 本 社 東京都台東区台東２丁目４番３号 大和冷機秋葉原ＤＲＫビル
佐 伯 工 場 大分県佐伯市大字長良3325番地６
福 岡 工 場 福岡県太宰府市水城６丁目32番１号
関東大利根工場 埼玉県加須市豊野台１丁目345番地５

（注）福岡工場は、2019年1月1日付で所在地を「福岡県太宰府市大字北谷字北田206番地6」に移転しております。

（９）従業員の状況（2018年12月31日現在）
　

従 業 員 数 前期末比増減
2,372名 13名増

　

（注）上記の従業員数には、嘱託、パート（124名）を含めておりません。
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２ 会社の株式に関する事項（2018年12月31日現在）
（１）発行可能株式総数 84,000,000株
　
（２）発行済株式の総数 51,717,215株（自己株式367,686株を含む）
　
（３）株 主 数 2,488名
　
（４）大 株 主（上位10名）
　

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

株式会社日本冷機 6,913 13.46
有限会社ディ・アール・ケイ 6,386 12.43
尾﨑 敦史 3,763 7.32
ＩＮＶＥＲＳＩＳ / ＩＩＣＳ ＪＡＰＡＮ 2,698 5.25
尾﨑 理恵 2,572 5.00
尾﨑 雅広 2,300 4.47
ＦＣＰ ＳＥＸＴＡＮＴ ＡＵＴＯＵＲ ＤＵ ＭＯＮＤＥ 1,700 3.31
BNP PARIBAS SEC SERVICES LUXEMBOURG / JASDEC /
ABERDEEN GLOBAL CLIENT ASSETS 1,600 3.11

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,545 3.00
ＢＲＩＴＩＳＨ ＥＭＰＩＲＥ ＴＲＵＳＴ ＰＬＣ 1,365 2.65

　

（注）持株比率は当事業年度末日の自己株式数（367,686株）を控除し、小数点以下第３位を切り捨てて算出しております。

（５）その他株式に関する重要な事項
　

　該当事項はありません。

３ 新株予約権に関する事項
　

　該当事項はありません。
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４ 会社役員に関する事項
　
（１）取締役及び監査役の氏名等（2018年12月31日現在）
　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
取締役最高顧問 尾 﨑 茂
代表取締役社長 尾 﨑 敦 史 社長執行役員
専 務 取 締 役 杉 田 壽 宏 専務執行役員、営業担当兼直販担当
取 締 役 前 川 馨 執行役員、工場担当
取 締 役 西久保 博 康
取 締 役 小 野 芳 明
取 締 役 尾 﨑 雅 広 執行役員、社長室長兼管理担当
取 締 役 平 出 和 茂 執行役員、法人担当
取 締 役 工 藤 哲 郎 執行役員、首都圏法人営業統括本部長
常 勤 監 査 役 大津加 一 治
監 査 役 日 下 敏 彦 税理士法人日下事務所代表社員

監 査 役 野 津 孝 義 アステール法律税務総合事務所代表
アステールビジネスコンサルタンツ㈱代表取締役

　

（注）1.取締役 西久保博康、小野芳明の両氏は、社外取締役であります。なお、当社は、両氏を東京証券取引所が定める一般株主と
利益相反が生じるおそれのない独立役員として同取引所に届け出ております。

2.監査役 日下敏彦、野津孝義の両氏は、社外監査役であります。なお、当社は、両氏を東京証券取引所が定める一般株主と利
益相反が生じるおそれのない独立役員として同取引所に届け出ております。

3.監査役 大津加一治氏は、長年にわたる経理業務の経験を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するもので
あります。

4.監査役 日下敏彦氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
5.監査役 野津孝義氏は、金融機関における長年の経験をもち、弁護士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する
相当程度の知見を有するものであります。

6.当社は執行役員制度を導入しております。2018年12月31日現在の執行役員（取締役兼務執行役員６名を除く）は、次のと
おりであります。

　

地 位 氏 名 担 当
執 行 役 員 大久保 雅 明 海外営業本部長
執 行 役 員 江 村 祥 一 業務本部長
執 行 役 員 中津留 彰 伸 経営企画本部長
執 行 役 員 乾 忠 道 監査部長

宝印刷株式会社 2019年02月22日 14時35分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



　

　
　
　　

17

（２）役員の選解任の方針及び手続
　

　当社は、経営陣幹部の選任及び取締役候補者の指名を行うにあたり、役割に応じた専門知
識、能力、経験、見識、人柄等について検討し、取締役会において審議のうえ決定します。
監査役候補者においても、役割に応じた専門知識・能力・経験・見識・人柄等について検討
し、監査役会の同意を得て取締役会において審議して決定します。
　解任につきましては、当社の取締役あるいは監査役としての選任基準に定める資質が認め
られない場合、健康上の理由から職務の継続が困難となった場合、職務執行における不正ま
たは重大な法令・規則違反等があった場合には、解任すべき理由を明らかにした上で、取締
役会にて協議を行い、解任すべき正当な理由があると取締役会が判断したときは、法令に従
い、株主総会に解任議案を上程し、その決議をもって解任いたします。

（３）取締役及び監査役の兼任に関する考え方
　

　当社の取締役及び常勤監査役は、他の上場会社等の役員を兼務しておりません。社外監査
役２名は弁護士・税理士として活動しておりますが、兼任社数は合理的な範囲内であると考
えており、その高度な専門知識及び幅広い見識により、当社の監督ないし監査業務を適切に
果たすことができるものと考えております。

（４）取締役及び監査役の報酬等
　

当事業年度に係る報酬等の総額
取 締 役 ９名 305,886千円（うち社外２名 26,962千円）
監 査 役 ３名 17,353千円（うち社外２名 10,161千円）

　

（注）1.取締役の報酬限度額は2004年3月30日開催の第43期定時株主総会において、年額500,000千円以内と決議されております。
2.監査役の報酬限度額は2004年3月30日開催の第43期定時株主総会において、年額30,000千円以内と決議されております。
3.上記の報酬等には、役員賞与引当金相当額（取締役40,500千円、監査役1,650千円）を含んでおります。
4.上記の報酬等には、役員退職慰労引当金繰入額（取締役37,100千円、監査役640千円）を含んでおります。
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（５）社外役員に関する事項
　

①重要な兼職先と当社との関係
　監査役 日下敏彦氏が兼職している税理士法人日下事務所と当社との間には、特別の関係は
ありません。
　監査役 野津孝義氏が兼職しているアステール法律税務総合事務所、並びにアステールビジ
ネスコンサルタンツ㈱と当社との間には、特別の関係はありません。
②当事業年度における主な活動状況
　取締役西久保博康氏は、当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回に出席し、議
案の審議等に必要な発言を適宜行っております。
　取締役小野芳明氏は、当事業年度に開催された取締役会11回のすべてに出席し、議案の審
議等に必要な発言を適宜行っております。
　監査役日下敏彦氏は、当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回、監査役会14回
のすべてに出席し、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。
　監査役野津孝義氏は、当事業年度に開催された取締役会11回のすべて、監査役会14回の
すべてに出席し、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。

５ 会計監査人の状況
　
（１）会計監査人の名称 有限責任監査法人トーマツ

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
　

①当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 2,300千円
②当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 2,300千円

　

（注）1.会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由は、監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状
況及び報酬見積りの算出根拠等について必要な検証を行い、会計監査人の報酬等の額が適切であるとの判断に至ったためであ
ります。

2.当社と有限責任監査法人トーマツとの間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬
の額を区分しておらず、実質的にも区分することが困難であるため、上記の金額についてはこれらの合計額を記載しておりま
す。

宝印刷株式会社 2019年02月22日 14時35分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



　

　
　
　　

19

（３）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定し、取
締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると判断した場合は、
監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が
選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と
解任の理由を報告いたします。

６ 会社の体制及び方針
　
（１）基本的なコーポレート･ガバナンスの考え方･基本方針
　

　当社は、コーポレート・ガバナンスとは、株主、顧客、従業員、取引先、地域社会など
様々なステークホルダー（利害関係者）との関係における企業経営の基本的枠組みのあり方
であると理解しております。また、コーポレート・ガバナンスが有効に機能するような環境
を整えることが、継続的な企業価値の向上にとって極めて重要な事項であるとの認識の下、
企業を取り巻く経営環境の変化や事業内容、経営規模等を勘案しつつ、コーポレート・ガバ
ナンス体制の充実に取り組んでまいります。

（２）コーポレート・ガバナンスの体制と運営
　

①監督と執行の分離の方針及び委任の範囲
　当社取締役会は、取締役会規則において取締役会で付議すべき事項を定め、法令及び定款
に定められた事項のほか、Ｍ＆Ａ、組織再編、多額の資産の取得・処分など当社にかかる重
要事項を決定しております。
　また、取締役会の決定に基づく業務執行体制として、経営陣で構成される月例報告会を設
け、様々な課題を審議しております。さらに、経営陣については職務権限規程を設け業務執
行権限を明確にし、機動的な業務遂行が可能な体制を構築しております。
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②取締役会の多様性
　当社は、当社取締役会が的確かつ迅速な意思決定及び業務執行に対する適切な監督を行う
ためには、豊富な実績・経験・知見を有する適切な数のメンバーで、活発かつ効率的な審議
を行うことが必要であると考えており、このような観点から、当社取締役会は、当社業務に
精通した社内取締役とビジネスに関する豊富な経験や専門知識等を有する社外取締役とをそ
れぞれ一定数置く構成としております。社内取締役に関しては、会社経営上の意思決定に必
要な幅広い知識と経験を備え、担当業務を遂行しうる実績と経験を有する者を選任すること
としております。他方、社外取締役に関しては、幅広い専門知識や豊富な経験等を活かし、
経営について的確な意見及び助言を述べ、監督機能の強化に寄与することのできる者を選任
することとしております。国際性の面につきましては、当社の事業範囲の大部分が国内であ
りますので、現段階では該当する取締役は選任しておりませんが、今後、海外における事業
が拡充した場合は、必要に応じて検討してまいります。ジェンダーの面につきましては、当
社の取締役会の適正規模を踏まえて、検討してまいります。
③取締役会及び監査役会の構成
　当社取締役会は、会社業務等に精通し機動性のある業務執行取締役と、幅広い視点による
経営に対する助言と監督が期待できる社外取締役で構成されております。取締役候補者の指
名に際しては、その役割・責務を実効的に果たすための知識・経験・能力を全体としてバラ
ンスよく備え、当社の取締役として十分な資質があると判断した人材を性別や国籍等にとら
われず指名し、多様性と適正規模を両立させる形で構成するよう努めており、実効性のある
取締役会として機能しているものと考えております。国際性の面につきましては、当社の事
業範囲の大部分が国内でありますので、現段階では該当する取締役は選任しておりませんが、
今後、海外における事業が拡充した場合は、必要に応じて検討してまいります。ジェンダー
の面においては、当社の取締役会の適正規模を踏まえて、必要に応じて検討してまいります。
監査役候補者は、財務・会計・法務など取締役の職務執行の監査を的確に遂行するために適
切な知見や経験を有している候補者を、監査役会における同意を受けた後、取締役会にて決
定しております。
④独立社外取締役の役割
　当社の独立社外取締役２名は、いずれもコンプライアンス及びリスクマネジメントに精通
した会社役員等の経験者であり、その豊富な知識と経験に基づき、取締役の業務執行の監督、
経営方針や経営計画等に対する意見及び取締役や主要株主等との取引の監督などの役割を担
っております。
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⑤取締役会の議長及び運営
　当社の取締役会議長は社長が務めることとしております。当社では、取締役会は、原則月
に一度、定例の取締役会を開催し、必要に応じて臨時取締役会を随時開催することとしてお
ります。各取締役及び監査役が出席しやすくするために、事業年度の開始前に年間スケジュ
ールや予想される審議事項を通知しており、取締役会の資料は適宜必要に応じて事前に準備
しております。また、取締役会の開催にあたっては、十分な審議時間を確保することとして
おります。
⑥機関設計
　当社は「監査役会設置会社」を選択しております。当社のコーポレート・ガバナンス体制
は次のとおりであります。
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（３）取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適
正を確保するための体制

　

①取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・取締役会は、法令、定款及び取締役会規則に基づき、経営上の重要事項を決定し、また
は業務執行状況の報告を受けることにより、各取締役の職務の執行を監督する。
・各取締役は、法令及び定款に適合するよう、取締役会の決議等に基づき適正に職務を執
行するとともに、他の取締役の職務執行が法令及び定款に反していないかを相互監視す
る。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・取締役会その他の経営会議体の記録、稟議書等の決裁書類、その他の取締役の業務執行
に係る情報については取締役会規則、文書管理規程、その他の社内規程に従い、適正に
保存・管理する。
・重要な会社情報については、法令、証券取引所規則及び内部者取引管理規則に従い、適
時かつ適切に開示する。

③損失の危機の管理に関する規程その他の体制
・当社の業務執行に係るリスクのうち次に掲げるものを管理を要する重大なリスクと認識
し、その把握と管理についての体制を整える。
　ⅰ．重要な取引先が倒産したとき、または倒産の恐れが生じたとき
　ⅱ．会社の過失等に起因して取引先及びユーザーに多大な損害を与えたとき
　ⅲ．火災、地震、風水害等により多大の損害を受けたとき
　ⅳ．不慮の事件・事故により相当数の社員の生命または健康が危機にさらされたとき
　ⅴ．その他経営または業績に多大な影響を与える事象が発生したとき
・リスクのモニタリングは月例報告会にて行う。
・リスク管理体制の基礎としてリスク管理規程を定め、前記リスクが発生した場合は、リ
スク管理規程に従い、迅速に対応を行う。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・経営方針及び経営戦略等に関わる重要な業務執行については月例報告会の審議を経て、
取締役会に付議するとともに、定められた一定の業務執行については、月例報告会の審
議を経て執行する。
・取締役会等の決定に基づく業務執行については、組織規程、職務権限規程等により、各
職位の権限と責任を明確にする。

⑤使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・当社は、コンプライアンス体制の基礎として、行動規範及びコンプライアンス基本規程
を定め、役員・社員が共有し、すべての業務運営の基準とする。
・コンプライアンス全体を統括する組織として社長を委員長とする内部統制委員会を設置
し、内部統制システム・コンプライアンス体制の維持・向上を推進する。また、法令遵
守を目的として継続的に、研修会の実施、マニュアルの作成・配布等、啓蒙活動を行う。
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・各部門・部署の責任者は、業務が社内規程に基づき適正に行われているかを常に監督し、
法令違反行為の未然防止に努める。
・内部監査部門は、業務監査により業務上の法令違反等の重大な事実を発見した場合は、
直ちに取締役及び監査役に報告する。
・法令違反その他のコンプライアンスに関する社内の相談及び通報体制につき、既存の制
度を一層拡充・充実させ、不正行為等の是正及び未然防止を図る。

⑥当社の業務の適正を確保するための体制
・当社は、経営理念、行動規範及びコンプライアンス基本規程を共有する。
⑦監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関す
る事項及び当該使用人に対する監査役の指示の実効性の確保に関する事項
・監査役がその職務を補助すべき使用人を求めた場合は、必要に応じて当社の使用人から
監査役補助者を任命することとする。
・当該監査役補助者に対する指揮命令及び評価は監査役が行い、取締役からの独立性を確
保する。
・当該監査役補助者の任命、解任、異動、賃金の改定に関しては、監査役の同意を得た上
で取締役が決定するものとする。

⑧取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
・取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実を発見したときは、直
ちに監査役及び監査役会に報告する。
・取締役は、取締役会、月例報告会等の重要な会議において、内部統制システムの機能状
況を含め重要な経営事項について、監査役と情報の共有を行う。
・取締役及び使用人は、監査役監査において、業務執行の状況等の報告を行う。
・内部監査部門は、監査役との定例打合せ会を開くなど、相互の監査結果、是正の状況及
び監査計画の進捗状況等について、情報や意見の交換を行う。

⑨監査役に報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
・役職員が監査役に報告をする機会と体制の確保にあたり、報告を理由として不利な取扱
いを受けないことを確保するため、内部通報規則に不利益取扱いの禁止を定める。

⑩監査役の職務執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
・取締役は、監査役の職務執行について生ずる費用を法令に従って前払いまたは償還する。
⑪監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・取締役は、監査役が監査役会で作成した監査方針・監査計画に従い適切に職務が行える
よう体制の整備に留意する。
・経営トップは、監査役と定期的に懇談会を開催する等、監査役との情報や意見の交換に
努める。
・監査役は、会計監査人から会計監査内容についての説明を受けるとともに、情報や意見
の交換を行い、連携を図る。
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（４）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
・取締役会のほか、原則毎月１回、月例報告会を開催し、経営方針の決定、財務報告、業績
評価、予算実績の分析や評価について審議いたしました。
・コンプライアンスに関しては、事例に基づく検討や説明をする社内研修を定期的に実施し、
コンプライアンス意識の向上に努めました。
・監査役は取締役会その他の重要会議に出席するとともに、定期的に代表取締役社長との懇
談会で情報交換をし、監査の実効性の向上に努めました。

（５）資本政策の基本的な考え方
　当社は、機動的な財務施策の実施を可能にする強固な財務基盤の構築こそが持続的な企業成
長力の源泉となり、更なる企業体質の強化につながり、ひいては継続的かつ安定的な株主配当
の維持等により株主価値の向上に資するものと考えております。また、資本政策全般に関する
基本方針については、今後必要に応じて検討してまいります。

（６）政策保有株式の保有方針及び議決権行使の基準
　当社は、保有先企業の動向、取引の状況、営業の推進、当該保有株式の市場価格等の状況
を踏まえて、当社の企業価値の向上に資すると認められる場合に、他社の上場株式を保有す
ることを基本方針としております。主要な政策保有株式については、そのリターンとリスク
等を踏まえた中長期的な観点から定期的に検証を行い、継続保有の合理性を検討し、保有す
る目的・経済合理性の観点から、継続保有する意義が十分でないと判断される銘柄の売却を
進め、縮減に努めてまいります。当社は、毎年、取締役会において、保有する全銘柄につい
て、保有目的、保有の必要性、経済合理性などを精査・検証することとしており、2018年
12月の取締役会で精査・検証したところ、現在保有している13銘柄のうち12銘柄について
は保有を継続し、１銘柄については売却することといたしました。政策保有株式に係る議決
権の行使は、以下の基準に沿って対応を行います。
(1) 議案が当社の企業価値向上に資するか否かを判断いたします。
(2) 議案が当社の保有目的に合致するか否かを判断いたします。
(3) 反社会的行為や重大な法令違反が見られた取締役等の選任議案には反対致します。

（７）剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主に対する利益還元を重要政策の一つと考えており、財務状況、キャッシュフ
ローなどを勘案のうえ、剰余金の処分により中間配当と期末配当の年２回配当することを基
本方針としております。また、株主還元の当面の目標は、年間１株当たり10円の配当を安定
的に行うこととしております。
　当期の期末配当につきましては、上記の方針に則り１株につき普通配当５円とし、当事業
年度期間中の2018年２月１日に創業60周年を迎えましたことは、ひとえに株主の皆様の日
頃のご支援の賜物と心より感謝し、１株につき記念配当20円を加え、あわせて１株につき
25円とさせていただきます。
　これにより、中間配当金を含めました当期の年間配当金は、１株につき30円となります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）本事業報告中の記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2018年12月31日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
【資産の部】 【負債の部】

流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
点検修理用部品
繰延税金資産
その他の流動資産
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械装置
車輌運搬具
工具器具備品
土地
建設仮勘定
無形固定資産
ソフトウエア
電話加入権
投資その他の資産
投資有価証券
破産更生債権等
前払年金費用
繰延税金資産
敷金・保証金
長期預金
その他の投資
貸倒引当金

54,480,609
47,126,555
1,172,172
2,620,803
1,828,821
301,213
562,669
177,934
265,363
426,433
△1,357

21,332,124
9,574,895
3,618,918
179,124
1,018,594

7,823
379,819
4,258,124
112,490
125,096
116,369
8,726

11,632,132
1,909,260
156,563
966,817
421,105
250,815
8,000,000
83,519

△155,950

流動負債 9,859,412
支払手形 2,923,052
買掛金 2,093,358
未払金 956,906
未払費用 21,988
未払法人税等 1,304,221
前受金 43,431
預り金 574,333
前受収益 1,205,176
賞与引当金 146,393
役員賞与引当金 42,150
製品保証引当金 169,225
その他の流動負債 379,174

固定負債 2,053,487
退職給付引当金 774,405
役員退職慰労引当金 1,269,831
その他の固定負債 9,250

負債合計 11,912,899
【純資産の部】

株主資本 63,905,960
資本金 9,907,039
資本剰余金 9,867,880
資本準備金 9,867,880
利益剰余金 44,341,116
利益準備金 578,170
その他利益剰余金 43,762,946
特別償却準備金 224,469
別途積立金 14,170,382
繰越利益剰余金 29,368,094

自己株式 △210,075
評価・換算差額等 △6,126
その他有価証券評価差額金 △6,126

純資産合計 63,899,834
資産合計 75,812,733 負債・純資産合計 75,812,733

　

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書（2018年１月１日から2018年12月31日まで）
（単位：千円）

　

科 目 金 額
売上高 39,881,874
売上原価 16,089,653
売上総利益 23,792,220
販売費及び一般管理費 17,836,158
営業利益 5,956,061
営業外収益
受取利息及び配当金 60,532
スクラップ売却益 64,271
受取補償金 36,139
その他の営業外収益 51,986 212,930

営業外費用
投資有価証券評価損 175,800
スクラップ処分費 107,028
その他の営業外費用 38,682 321,510
経常利益 5,847,481
特別利益
固定資産売却益 1,159 1,159

特別損失
投資有価証券評価損 61,615
固定資産除却損 158 61,774
税引前当期純利益 5,786,867
法人税、住民税及び事業税 1,968,315
法人税等調整額 △55,418 1,912,896
当期純利益 3,873,970

　

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書（2018年１月１日から2018年12月31日まで）
（単位：千円）

　

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計特別償却

準備金 別途積立金 繰越利益
剰余金

当期首残高 9,907,039 9,867,880 9,867,880 578,170 311,975 14,170,382 26,176,869 41,237,397

当期変動額
特別償却準備金の取崩 － － － － △87,505 － 87,505 －
剰余金の配当 － － － － － － △770,251 △770,251
当期純利益 － － － － － － 3,873,970 3,873,970
自己株式の取得 － － － － － － － －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － － － － －

当期変動額合計 － － － － △87,505 － 3,191,225 3,103,719
当期末残高 9,907,039 9,867,880 9,867,880 578,170 224,469 14,170,382 29,368,094 44,341,116

　
株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 △209,300 60,803,016 31,645 31,645 60,834,662
当期変動額
特別償却準備金の取崩 － － － － －
剰余金の配当 － △770,251 － － △770,251
当期純利益 － 3,873,970 － － 3,873,970
自己株式の取得 △774 △774 － － △774
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － △37,772 △37,772 △37,772

当期変動額合計 △774 3,102,944 △37,772 △37,772 3,065,171
当期末残高 △210,075 63,905,960 △6,126 △6,126 63,899,834

　

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
　
1 資産の評価基準及び評価方法
　
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券…償却原価法（定額法）
その他有価証券
時 価 の あ る も の…決算末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は総平均法により算定）
　なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金融
商品については、全体を時価評価し、評価差額を損益に計上しており
ます。

時 価 の な い も の…総平均法による原価法
（２）たな卸資産の評価基準及び評価方法

商 品…個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
製品・原材料・仕掛品…総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

　
２ 固定資産の減価償却の方法
　
（１）有形固定資産

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並
びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっており
ます。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物 ７～50年、機械装置 ７～17年、工具器具備品 ２～15年

（２）無形固定資産
定額法によっております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に基づく
定額法によっております。

　

宝印刷株式会社 2019年02月22日 14時35分 $FOLDER; 28ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



　

　
　
　　

29

３ 引当金の計上基準
　
（１）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒
懸念債権及び破産更生債権等については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し
ております。

（２）賞与引当金
従業員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

（３）役員賞与引当金
役員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

（４）製品保証引当金
製品の保証期間中の費用の支出に備えるため、過年度の実績を基礎に将来の保証見込額を加味
して計上しております。

（５）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき
計上しております。
なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の年数（７年）によ
る定額法により、翌期から費用処理しております。

（６）役員退職慰労引当金
役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、当社内規に基づく期末要支給額を計上しており
ます。

　
４ その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　

消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（表示方法の変更）
（損益計算書）
前事業年度において、独立掲記しておりました「支払補償費」（前事業年度13,844千円）は営
業外費用の100分の10以下となったため、当事業年度より「その他の営業外費用」（当事業年
度18,658千円）に含めて表示しております。
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（貸借対照表に関する注記）
　

有形固定資産の減価償却累計額 14,646,908千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
　
1 当事業年度末日における発行済株式の総数
　

普通株式 51,717,215株
　
２ 当事業年度末日における自己株式の数
　

普通株式 367,686株
　
３ 当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項
　

決 議 配当の原資 配当金総額
（千円）

１株当たり配当金
（円） 基準日 効力発生日

2018年２月14日
取締役会 利益剰余金 513,501 10.00 2017年12月31日 2018年３月30日

2018年８月７日
取締役会 利益剰余金 256,749 5.00 2018年６月30日 2018年９月５日

（注）2018年２月14日開催の取締役会決議における１株当たり配当金には、創業60周年記念配当5円00銭が
　 含まれております。
　
４ 当事業年度末日後に行う剰余金の配当に関する事項
　

決議予定 配当の原資 配当金総額
（千円）

１株当たり配当金
（円） 基準日 効力発生日

2019年２月14日
取締役会 利益剰余金 1,283,738 25.00 2018年12月31日 2019年３月29日

（注）2019年２月14日開催の取締役会決議における１株当たり配当金には、創業60周年記念配当20円00銭が
　 含まれております。
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（税効果会計に関する注記）
　
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（１）繰延税金資産

①流動資産
未払事業税 85,825千円
製品保証引当金 51,782千円
たな卸資産評価損 51,193千円
賞与引当金 44,796千円
その他 31,764千円
小 計 265,363千円

②固定資産
投資有価証券評価損 71,620千円
役員退職慰労引当金 388,568千円
退職給付引当金 236,968千円
電話加入権評価損 21,815千円
ゴルフ会員権評価損 2,886千円
減価償却超過額 31,691千円
貸倒引当金 46,994千円
その他投資有価証券評価差額金 2,701千円
その他 12,679千円
小 計 815,925千円

繰延税金資産合計 1,081,289千円
（２）繰延税金負債

特別償却準備金 98,973千円
前払年金費用 295,846千円
繰延税金負債合計 394,819千円
差引：繰延税金資産の純額 686,469千円
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（金融商品に関する注記）
　
1 金融商品の状況に関する事項
　
（１）金融商品に対する取組方針

資金運用については、リスクの少ない安全性の高い金融資産で運用しており、主なものとして
預金・短期の定期預金・長期預金などの金融資産で運用しております。また、投機的なデリバ
ティブ取引は行わない方針であります。なお、デリバティブを組み込んだ複合金融商品は、余
剰資金の範囲内で行うこととし、リスクの高い取引は行わない方針であります。

（２）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形、売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、社内における
与信管理に関する規定に則って、支払条件や取引先の信用状況に応じて適正な管理を行い、リ
スクの軽減を図っております。
投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に時価を把握し、満期
保有目的の債券以外のものについては、継続的に保有状況の見直しを行っております。
長期預金は、期限前解約特約付預金（コーラブル預金）が含まれております。
営業債務である支払手形及び買掛金、未払金は、１年以内の支払期日であります。

２ 金融商品の時価等に関する事項
　

2018年12月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり
であります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。

（単位：千円）
　 貸借対照表計上額 時価 差額

（１）現金及び預金 47,126,555 47,126,555 －
（２）受取手形 1,172,172 1,172,172 －
（３）売掛金 2,620,803 2,620,803 －
（４）投資有価証券

①満期保有目的の債券 100,122 103,390 3,267
②その他有価証券 1,809,138 1,809,138 －

（５）長期預金 8,000,000 7,838,202 △161,797
資産計 60,828,791 60,670,261 △158,529

（６）支払手形 2,923,052 2,923,052 －
（７）買掛金 2,093,358 2,093,358 －
（８）未払金 956,906 956,906 －
（９）未払法人税等 1,304,221 1,304,221 －

負債計 7,277,538 7,277,538 －
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注１.金融商品の時価の算定方法
（１）現金及び預金、（２）受取手形、（３）売掛金、（６）支払手形、（７）買掛金、（８）未払金、
（９）未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

（４）投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から提示された価格によ
っております。また、デリバティブを組み込んだ複合金融商品の時価について、組込デリバティブを合理
的に区分して測定することができないため、複合金融商品全体を取引金融機関から提示された価格によっ
ております。

（５）長期預金
これらの時価は、新規に同様の預入を行った場合に想定される利率で元利金の合計額を割り引いた現在価
値と取引金融機関から提示された価格によっております。

注２.金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額
（単位：千円）

　 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超
現金及び預金 47,126,555 － － －
受取手形 1,172,172 － － －
売掛金 2,620,803 － － －
投資有価証券
　満期保有目的の債券
　 国債 － 100,000 － －
その他投資有価証券の内
満期があるもの

他社株転換債 － 1,500,000 － －
長期預金 － － 2,000,000 6,000,000

合計 50,919,531 1,600,000 2,000,000 6,000,000

（１株当たり情報に関する注記）
　
1 １株当たり純資産額 1,244円41銭
　
２ １株当たり当期純利益金額 75円44銭
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
2019年２月12日

大和冷機工業株式会社
取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 森 村 圭 志 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 川 添 健 史 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、大和冷機工業株式会社の2018年１月１日から2018年12月31日
までの第58期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属
明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を
策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統
制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
当監査役会は、2018年１月１日から2018年12月31日までの第58期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作
成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
　
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等
及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他
の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締
役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び
主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及
び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第
100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしまし
た。
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人か
らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行わ
れることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月
28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該
事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討
いたしました。
　
２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報
告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　
2019年２月14日

大和冷機工業株式会社 監査役会
常 勤 監 査 役 大津加 一 治 ㊞
社 外 監 査 役 日 下 敏 彦 ㊞
社 外 監 査 役 野 津 孝 義 ㊞

　
以 上
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